
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県の辺野古は、普天間飛行場に代わる移転先

とされている場所です。移転に反対する人々が座り

込みテントを建てて、2013 年 6 月 3 日で 3333 日（9

年以上!）を迎えました。この間、米軍は境界線フェン

スを有刺鉄線からコンクリート製に変えるなど、着々

と準備を進めてきています。 

 

バナーは、そのフェンスに貼りつける抵抗の意思表

示です。抵抗勢力をつぶしたい米軍は、兵士にバナ

ーをはずさせて廃棄させますが、テント村の人々は

そのたびに新しいバナーを貼りつけに行きます。 

だから、バナーはいくらあってもかまいません。基地

に反対する皆さんの気持ちを託して辺野古の浜に

寄せる波のように、繰り返し繰り返し送っていただき

たいのです。 
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ステップ 1. 布を準備する 

【大きさ】 

自由(ハンカチや古いシーツ、TシャツでもOK☆) 

＊金網フェンスになって広範囲になったので、大き

い方がインパクトがあります！ 

【素材】布であれば、綿でもポリエステルでもOK！ 

【色】自由(メッセージが見えやすいものが良いです 

 

ステップ 2. メッセージを書く 

寄せ書きでも、一人でも、布いっぱいに想いを込め

てください。 

＊英語表記の方が、米兵に直接伝わりやすく影響

力が増します。 

＊聖書の一文を引用するのも効果的です！ 

 

ステップ 3. 沖縄辺野古に送る 

封筒に入れて、沖縄へ郵送してください。 

【送付先】〒905-2171  

沖縄県名護市辺野古 「座り込みテント村」行 

送付者お名前(または団体名)と連絡先もご記載ください。 

【運営責任団体】ヘリ基地反対協議会 

現地に行けない…でも、私は辺野古移設に反対です！(そんな方に) 

辺野古にバナー（横断幕や幟）を送ってください! 
基地チーム委員/沖縄ＹＷＣＡ会員 中野 夢 

数年前、辺野古にカンパを送りました。「がんばってください」と書き添えました。しばらくして、届いたお礼状には「一緒にがんば

ろう」と書かれていました。ひどく恥ずかしい気持ちになりました。現地にまかせるだけでは、基地をなくすことはできないのです。

「きちきちニュース」は一緒にがんばることを考えていくための不定期発行情報紙です。（基地チーム 長 大久保生子） 
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 1959 年 6 月 30 日、沖縄県うるま市（旧石川市）宮

森小学校に米軍ジェット戦闘機が墜落し炎上。小学

2 年生から 6 年生の児童 11 名を含む民間人 17 名

が死亡、200 名以上が重軽傷を負う大事故が起きま

した。原因は戦闘機の整備不良。でもそれが明らか

にされたのは、事故から40年もたってからでした。 

 当時の沖縄は米軍政下。事故現場の周りはロープ

で囲われて住民は出入りできず、銃を持った米兵が

見回っていたそうです。しかしながら、現在も状況は

変わっていません。2004 年、沖縄国際大学に米軍

の大型ヘリコプターが墜落炎上したときも、そっくり

同じ光景がくりかえされました。 

 基地あるがゆえにおきた半世紀前の事故を語り継

ぎ、今も変わらない現状を変えていこうと作られたの

が映画『ひまわり～沖縄は忘れないあの日の空を

～』です。今、各地で自主上映会の開催を呼びかけ

ています。 

 

◆問い合わせ先 

映画センター全国連絡会議  

TEL：03-3818-6690 FAX：03-3811-5914 

上映権をもった各県の配給社がそれぞれに上映条

件を検討して実施しているので、一律での料金設定

はありません。まず上記にお問い合わせください。 

 

◆フィルムデータ 

上映時間：110分 

フィルムサイズ：ビスタビジョン 

フィルム素材：デジタル素材のみ（DVD・ブルーレイ） 

 

◆鑑賞料金（参考事例） 

前売券：1000円～1500円 

当日券：1200円～1800円 

小・中・高校生・シニア割引等は配給社と要相談。 

学校団体鑑賞料金は、別途特別料金。 

無料上映会は実施できないところがある。 

 

 

 

◆映画料（参考事例） 

鑑賞料金に基づく総売上の約 60％を映画料として

配給社に支払う。残りの 40％が上映主催者の経費

となる。 

 

◆上映経費 

主催者の負担となる経費は、会場費・映写経費・宣

伝経費・雑費・印刷費・企画費など。  

会場費：マイク・照明・音響・映写機材なども必要 

宣伝素材：チラシ・ポスター・公式プログラムなどが

用意されています 

映写費用：映写技師、持ち込み映写機材 

 

◆製作協力券の取り扱い 

製作委員会が発行した製作協力券は、全国の上映

会場での鑑賞を有効としており、どの会場でも協力

券を持参された方を入場させてください。（2013年12

月まで有効） 

製作協力券は金券として扱われ、入場分は主催者

へ支払われます。上映会の総売り上げには協力券

の入場分も含めて計算されます。 

 

 

 

日本 YWCAは、映画「ひまわり」に賛同し、制作協力

しています。映画を最後まで見ると、エンドロールに

YWCAの名前が！ ぜひ探してみてくださいね。 

 

 

 

 

 

映画『ひまわり～沖縄は

忘れないあの日の空を～』を上映してみ

ませんか？ 

How to 『ひまわり』上映 
 



 

 

 

 

沖縄の基地問題に詳しい識者 5 名に、ジャーナリス

ト岩上安身氏が2013年 3月インタビューした録画を

9 月末まで IWJ のウェブサイトで無料公開していま

す。 

 

 

【内容】 

・前泊博盛氏（沖縄国際大学大学院教授、『本当は

憲法より大切な日米地位協定入門』著者） 

・大田昌秀氏（元沖縄県知事、現沖縄国際平和研究

所理事長） 

・我部政明氏（琉球大学教授） 

・伊波洋一氏（元宜野湾市長） 

・伊佐慎次氏（高江区住民・ヘリパッドいらない住民

の会） 

 

以下にアクセスして、画面右端にある「日米地位協

定スペシャル」をクリックしてみてください。 

http://iwj.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

wam アクティブ・ミュージアム女たちの戦争と平和資

料館の第10回特別展（2012年 6月23日～2013年

6月 30 日）「軍隊は女性を守らない―沖縄の日本軍

慰安所と米軍の性暴力」の展 

示カタログです。 

 

アクティブ･ミュージアム｢女 

たちの戦争と平和資料館｣編 

定価：1,800円 

発行：2012年 12月 

 

 

（wamウェブサイトより） 

「暴力を振るうことを目的に、人間の殺し方を日夜訓

練している軍隊のそばで、平和に生きていくことはで

きるのでしょうか」―これは、沖縄で米兵から性暴力

をうけた女性が発した根源的な問いです。アジア太

平洋戦争末期、沖縄に配備された日本軍は、沖縄

各地に 140 ヵ所を超える慰安所を作り、沖縄や朝鮮、

台湾、本土の女性たちを「慰安婦」にしました。戦後

も米軍の長期駐留下で米兵による性暴力に曝され

続けている沖縄。女性たちの生命を、平和を奪って

きた暴力装置・軍隊の実態を伝え、戦中も戦後も沖

縄を軍隊の島にしてきた日本の責任を問います。       

 

【目次】 

グラビア 沈黙の声 

１ 沖縄の歴史と日本軍の侵略 

２ 日本軍による性暴力被害 

３ 戦後も続く性暴力 

【購入申込先】アクティブ・ミュージアム「女たちの戦

争と平和資料館」（wam）事務局 

〒169-0051東京都新宿区西早稲田2-3-18 AVACO

ビル 2F、 Tel 03-3202-4633  Fax 03-3202-4634 

 

 wam カタログ 10 

『軍隊は女性を守らない 

―沖縄の日本軍慰安所と米軍の性暴力』 

インターネット報道メディア 

IWJ（Independent Web Jouｒnal） 

「日米地位協定スペシャル」 

 



 

 

在日米軍駐留経費の日本側負担。日米安保条約や

地位協定に取り決めがないのに、日本政府の「思い

やり」で在日米軍を援助する予算のこと。1978年か

ら始まり、他の国にはない日本独特のもの。 

主に、米軍住宅の建設や施設維持費（電気・水道な

ど）、日本人従業員の給与などに使われており、当

初の62億円から 2005年度は 2378億円、約38倍

になっている。 

「思いやり予算」以外にも、地代や周辺の防音工事・

自治体への補助金・無償提供中の国有地の推定地

代を含めると日本の負担は年間6092億円。米兵1

人当たり約1800万円に達する。 

 

 

 

 

 

 

 

◆＜普天間基地ゲート前でゴスペルを歌う会＞   

世界の、沖縄の真の平和を祈りつつ、暴力の根源で

ある強大な軍事基地に対し、平和の思いの意思表

示としてみんなでゴスペルを歌いましょう。                   

日時：毎週月曜日18時～19時              

連絡先：普天間バプテスト教会（098-894-0199）  

  

◆＜普天間基地ゲート前でゴスペルを歌う会＞につ

ながって首相官邸前でゴスペルを歌う会        

日時：毎月第4月曜日 18時～19時          

場所：首相官邸前（東京メトロ有楽町線・半蔵門線・

南北線 永田町駅3番出口）                                      

呼びかけ：平和を実現するキリスト者ネット 

 

©Rieko Hasegawa  

 

 

沖縄の状況を的確に報道する、「琉球新報」「沖縄タ

イムス」を購読し応援しましょう。 

 

【購読申込み・お問合せ先】 

琉球新報販売局 ℡0120-39-5069 

沖縄タイムス販売部 ℡098－860－3566 

 琉球新報  

＆ 沖縄タイムスを 

購読して応援しよう！ 

 

 

沖縄YWCAの賛助員になって 

ニュースレター「うーまん世」を読もう 

 

沖縄に度々行くことができなくても賛助員として沖縄 

YWCAの活動をサポートすることができます。 

沖縄 YWCA 発行ニュースレター「うーまん世」を通し

て、基地をめぐる状況がわかるほか、コラム「なるほど

沖縄」など毎回読みごたえがあります。 

 

★沖縄YWCA賛助会費 年間１口3,000円 

振込先：（郵便振替） 沖縄ＹＷＣＡ 

口座番号：０１７２０－６－１０１１５６ 

★お問い合わせ先：okinawaywca@yahoo.co.jp 

 

【思いやり予算】てなに？ 

             

 
「普天間基地ゲート前でゴスペルを歌う会」 

「首相官邸前でゴスペルを歌う会」に 

行こ～！ 


